
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
梅雨が明け、いよいよ夏本番です！暑さ厳しい今日この頃ですが、今回も様々な場所で元気に活躍されている皆さんの 
近況をお届けします。                               
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山本 健太 

2005年の夏、中学 3年生の時にテメキュラへのホームステイに参加させていただ

きました。その経験がきっかけとなり、英語と旅に興味が湧き、大学は外国語学部

に進学し、ニュージーランドでワーキングホリデーをしたり、アジア・欧州・北米

をバックパックで旅をしたりしました。現在は、東京国際空港（羽田）で航空管制

官として働き、世界各国のパイロットと英語でやり取りをしています。  羽田の国際線も復便の兆しが見え始めました。鳥取・米子空港から飛行機を乗り
換えて海外に行かれる際はぜひご一報ください！大げさかもしれませんが、自分の

仕事が大山から海外を繋ぐ役割の一端を担っていると想像すると、小さな恩返しが

できているのかもしれないなぁと考えてしまいます。やっぱり少し言い過ぎでしょ

うか。ですが、テメキュラへ行かせていただいた経験が今の自分を作っていると言

うのは決して大げさだとは思いません。親や町、金子さん、関係してくださってい

るすべての方々に、この場をお借りして感謝申し上げます。 

三好 新夏 

テメキュラに行かせていただいてから 10年程経ち、今私は

地元で看護師として働いています。テメキュラに行ってか

ら海外により興味を持ち、高校・大学在学中も旅行程度では

ありますが海外に行くようになりました！社会人になり、

より海外旅行したいと思っていた矢先にコロナ禍となりと

ても残念です。テメキュラ訪問では、異文化に触れる楽しさ

や、日本と違う広大な風景・フランクで暖かい現地の方々に

魅了されました。今のうちにお金を貯め、また必ずテメキュ

ラ市を訪問したいと思っています！ 



                                                           
そして今回は！！交流開始当初からお世話になっている金子さんからメッセージをいただいたので、最後にご紹介します！！！              

河端 寛朗 

受験生である中学三年生の夏にテメキュラへ交流に行

くために死ぬ気で勉強したのが懐かしい思い出です。そ

んな夏休みから、約十七年の月日が経ちました。今でも

アメリカに行って見たこと、感じたことは鮮明に覚えて

います。自分の知識では、いろんなことが追いつかず圧

倒されました。そんな経験が得られたのは、様々な人の

支えがあったからです。自分は現在、大山町で教育の仕

事をさせて頂いています。大山町の子どもたちを通して

自分なりの恩返しができたらと思います。 

永岡 康隆 

現在は、境港市の学校で英語専科教員として 3年生から 6年生の子ども達に外国語を教えています。外国の文化

に興味をもち、将来英語を使ってやりたいことが１つでもあるという夢をもつ子ども達がふえることを目標に、

楽しく学習できるよう励んでいます。 

まず、英語の先生になりたいと思わせてくれたのが中学生の時に参加できたテメキュラとの交流でした。実際に

英語を使って生活してみることで得られた経験や喜びが今の自分の原動力になっています。大学生のときに 3週

間アメリカへ留学に行きホームステイをしました。当時一緒に行った学生の誰よりもホストファミリーとの生活

を楽しみ、充実したものになりました。 

そして、日南に勤務したとき児童生徒の引率をし、アメリカのシアトルに 1週間行きました。現地での交流を通

して言語力だけでなくコミュニケーション力が伸びていく子ども達の姿を見て、大山町が続けている本事業の素

晴らしさを再確認しました。そして、私自身にもう一つ夢ができました。子ども達の成長と素晴らしい経験を与

えてくれる交流事業の支援をしたいと思うようになりました。いつか大山町の子ども達と共にテメキュラに行く

ことができれば幸いです。この交流事業を続けてくださっている大山町や携わっている方々に本当に感謝してい

ます。コロナが収束し、本事業が再開し貴重な経験のできる交流ができる日を祈っています。 

新型コロナウイルスの影響を受け、大山町とテメキュラ市の姉

妹都市訪問もここ２年間中止を余儀なくされています。長引く

コロナ禍に、テメキュラ市の交流担当者から、相互訪問に代わる

交流の方法がないだろうかとの相談があり、お互いにできるだ

け負担の少ない形でできる交流を模索した結果、メッセージビ

デオやアートエクスチェンジ等、新しい交流のかたちができつ

つあります。また、国際交流協会青年部の発案で、地元の特産品

を贈り合うなど、会えなくても心の通う交流が続いている様子

を大変嬉しく思っています。コロナ前のように、不安なく行き来

ができるようになるにはまだまだかかりそうですが、皆さんの

アイディアと小さなボランティア精神で、無理せず、細く長く繋

がっていけるといいですね。 


